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ご使用前に必ずお読みください。 
この製品は、競技専用部品です。 

 
 

適合 

車名 車種 車両型式 エンジン型式 年式 

ニッサン 

 

ＧＴ－Ｒ 

E-BNR32  

RB26 ＤＥＴＴ 

８９．８～９５．１ 

E-BCNR33 ９５．１～９９．１ 

GF-BNR34 ９９．１～０２．８ 

仕様 ： 大気開放装着／リターン配管装着可能。 

※ リターン配管に必要な部品は全て付属しています。 

 

（仕様変更等により、記載事項が車輌と異なる場合がありますがご了承下さい。） 

 

この製品は上記の適合車種専用に設計、開発されたものです。 

上記以外の車種には、絶対に使用しないで下さい。 
 

 

 

 

 

 

 

２０２０年２月改定 

取扱説明書 

注意 
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○ 本書は、製品を車両に装着する際と使用する際の注意事項が詳しく説明してあります。 

 必ずよくお読みになって、正しくお使い下さい。 

○ 本書は、ノーマル車両を基準に作成しています。 

○ 本書は、製品をご使用中は大切に保管して下さい。 

○ 本書では、下記に示す表記を用いています。 

この表示を無視して誤った取扱いをされると、人が重傷を負う可能性が想定 

される内容、及び物的傷害のみの発生が想定される内容を示しています。 
 

この表示を無視して誤った取扱いをされると、生命への危機叉は、重傷を負う 

可能性が想定される内容を示しています。 

 

 追加インジェクターを使用する場合は、必ずブローオフバルブ取付位置より後（ブローオフバルブとスロットル

の間）に、取り付けて下さい。 

 

 車種により大気開放で使用するとエンジンストールしやすくなる場合がありますので、出来るだけリターン配管

装着して下さい。 

 

本製品の誤使用、及び分解は絶対に行なわないで下さい。 

誤使用、及び分解したことにより、本来の性能を損なうだけでなく、ブローオ

フバルブが壊れ、最悪の場合エンジンが壊れる恐れがあります。 

 

 

 

 

１．この製品は、競技専用部品です。 

● 一般公道を走行する場合は規制を受ける場合があります事前に各都道府県の陸運事務所の車両課

に確認してください。 

２．製品の装着は、必ず専門ショップで行なって下さい。 

● 製品の装着は、専門知識と加工技術、及び特殊工具が必要です。 

３．製品装着の前に車両の点検整備を必ず行なって下さい。 

● 定期点検整備要領に従って点検、整備を行ない、不具合箇所は事前に修理、調整してください。 

４．この製品を指定された用途以外には使用しないでください。 

● 改造や誤った取扱いをされたことで生じた破損や故障は保証の対象になりません。 

注意 

警告 

重 要 

注意 

重 要 

安全上の注意 
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１．バッテリーマイナス端子を切り離した後に作業を行なって下さい。 

２．エンジンルーム内の温度が充分に下がってから作業して下さい。 

３．取り外し・分解に関する注意 

 

 

● 再使用する部品を洗浄、点検して異常が認められた場合は新品に交換して下さい。 

４．取り付け・組み付けに関する注意 

● 各部品に異物の混入がないよう清掃、確認の上、取り付けて下さい。 

● パッキン・ガスケット類などは、必ず新品を使用して下さい。 

● ボルト、ナットは規定のものを用い、トルク表示箇所は規定トルクで締め付けて下さい。 

 

 

ジャッキアップ及びリフトアップに関する注意 

・ 車両の前部、または後部だけジャッキアップする場合には必ず輪止めをし、必ず指定箇所

をリジットラック（ホイールスタンド）で支えて安全な作業を行なって下さい。 

・ 車両をリフトアップする場合は、必ず指定箇所にリフトの受台をセットしてリフトアップして下

さい。 また、リフトアップ後は必ず安全装置を掛けて下さい。 
 

 

 

 

定期点検は、自動車の安全性をはかる上で必要不可欠です。 

日常の点検はもとより「運行前点検」や「定期点検」は必ず実施して下さい。 
 

エンジン始動の際には、車体下面や排気口付近に燃えやすい物が無い事を 

確認して下さい。 
 

エンジン始動時は、換気に充分注意して下さい。 

換気が悪いところではガス中毒の危険があります。 

 

 

品質には万全を期しておりますが、注意事項を怠った為に発生した不具合・事故・破損等について

当社は一切責任を負いません。  

株式会社 トラスト 

重 要 

純正部品の取り外し作業は、メーカーの発行する整備要領書を参照し、作業を行なって下さい。 

注意 

注意 

警告 

重 要 

警告 
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１． ブローオフバルブ ×１  ９． ガスケット ×１ 

２． アダプターフランジ ×１  １０． タイラップ ×１ 

３． プラグアダプター ５０φ ×１  １１． CAPボルト   M6×25 ×１ 

４． アルミエルボ    ５０φ ×１  １２． CAPボルト   M6×30 ×１ 

５． シリコンホース   ５０φ×７０㎜ ×１  １３． SPワッシャー  M6 ×２ 

６． ホースバンド    ＃３２ ×２  １４． ナット         M6 ×２ 

７． シリコンキャップ  6φ ×１  １５． 6角セムス    M8×20 ×１ 

８． ブラケット ×１  １６． ﾌﾗﾝｼﾞﾅｯﾄ     M8 ×１ 

 

 

 

 

     

１ ２ ３ ４ ５ 

 

     

６ ７ ８ ９ １０ 

 

     

１１～１６     

 

 

 

 

 

パーツリスト構成図 

パーツリスト 
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(1) バッテリー（－）端子を取り外してください。 

 

(2) 右側フェンダープロテクターを取り外し、純正リサ

キュレーションバルブ、エアチューブﾞを取り外して

ください。 

 

 

 

(3) アダプターフランジ〈No.2〉に付属のガスケット〈No.9〉を介してブローオフバルブ FV 本体〈No.1〉を組み付け、

ブラケット〈No.8〉を付属のボルト〈No.12,13,14〉で共締めにしてください。 

※もう一方は付属のボルト〈No.11,13,14〉を使用して下さい。 

(4) ブローオフバルブ A ｓｓｙを純正リサキュレーションバルブホース OUT側（長い側）、純正ホースバンドで車両

側に取り付け、位置を調整し付属のボルト〈No.15,16〉を使用し KITステーを固定してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(5) 純正リサキュレーションバルブ作動用のバキュームホース２本のうち、短い側の純正バキュームホース

をブローオフバルブのトップカバーユニオンに配管し純正のパワーバンドで固定してください。もう１本

の純正バキュームホースは取り外し、付属の６φシリコンキャップ〈No.7〉を取り付けてタイラップ

〈No.10〉で固定してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取り付け方法 
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《大気開放装着の場合》 

※ 付属の 50φアルミエルボ〈No.4〉、50φシリコンホ

ース、ホースバンド〈No.5,6〉は使用しません。 

 

 

 

リリーフエアー戻し側のチューブに 50φプラグアダ

プター〈No.3〉を純正リサキュレーションバルブホー

スＩＮ側（短い側）と純正ホースバンドで取り付けて

下さい。 

 

 

 

《リターン装着の場合》 

※ 50φプラグアダプター〈No.3〉は使用しません。 

付属の 50φシリコンホース〈No.5〉と 50φアルミエ

ルボ〈No.4〉、純正リサキュレーションバルブホース

ＩＮ側(短い側)を使用してブローオフバルブ～リリー

フエアー戻し側チューブを配管して下さい。 

 

 

エンジン始動チェック後に右側フェンダープロテク

ターを取り付けて下さい。 

「エンジン始動チェック」を参照してください。 

 

 

 

 

 

(1) パーツが正確に取り付けられているか点検し、バッテリー（－）端子を接続してエンジンを始動して下さい。 

 

(2) エンジンの不具合、ボディー干渉、各接続部分のエア漏れ、異音等が無いか確認して下さい。 

 

(3) 軽く２、３度空吹かしを行ない、ブローオフバルブが作動するか確認して下さい。 

 

 

エンジン始動チェック 

3 

4 

5, 6 
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アイドリング不調やエンジンストール等の不調が生じた場合、トップカバーアジャストスクリューのＭ６ロックナット

をゆるめてアジャストスクリューを少しずつＨＡＲＤ側に締め込んで下さい。 

調整後は必ずロックナットを締めてアジャストスクリューを固定して下さい。 

 

※ アジャストスクリューは商品出荷時に最も左方向へ回した状態でセットされていますので、それ以上左方向

には回さないで下さい。 

 

※ アジャストスクリューを締め込んでいくとバルブのストローク量が少なくなり、締め込み過ぎるとブローオフ

バルブの性能が損なわれてしまいますので注意して下さい。 

 

大気開放で装着した場合、車種により走行時スロットルオフした場合にエアフロメーター出力電圧が乱れ、エン

ジンストールしやすくなる場合があります。 

アジャストスクリューで調整してもストールする場合は、ＥＣＵ側でエンジンストール補正をするか、または、リター

ン配管装着にして下さい。 

 

 

走行中にエンジンストールを起こすと、ステアリングやブレーキの操作に支障 

をきたし、重大事故の原因となる恐れがあります。 

 

警告 

装着後の調整 


